
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

Aomori Pref. Namioka High School 
http://www.namioka-h.asn.ed.jp/ 

〒038-1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村 101-2 

℡ 0172-62-4051（代表）  fax 0172-62-1556 
浪高だより 

第２号 令和 ４ 年 ４ 月２６日（火）発行 

令和２年１０月１０日(土) 

創立９０周年記念式典挙行 

 

「浪高だより」は、本校 HP に

掲載しています。浪岡高校公式

YouTube「浪高チャ 

ンネル」も視聴よろ 

しくお願いします。 

  空き缶委員会主担当より、４月２２日（金）に空き缶壁画
ガイダンスが行われ、今年度も活動がスタートしました。 
 ３年生の文化祭行事として平成２年から始まった「空き缶壁
画」は今年３３回目を迎えます。今では地域の方々の支援を受
け、全学年で取り組んでいます。コロナ禍ではありますが、学
校活動は止めること無く今年度も空き缶壁画活動を行います。
４月・５月は空き缶集めと洗浄活動を中心に行います。 
 空き缶は、縦７０缶×横３００缶の２万１千個が必要であ
り、正門横に「空き缶回収ボックス」を設置して、地域の皆様
のご協力をお願いしています。 
 今年度は、黒・赤・青色のレア缶に加え「白」のアルミ缶を
多く必要としています。 
 皆様のご協力をお願いします。 

 

 コミュニケーションがうまくできなかったり、人間関係をうまく築けなかったりすることで、学校生活に不

適応をおこす生徒が見られるため、人間関係のグループができる前の段階でよりよい人間関係づくり目的に、

グループ・ワーク・トレーニング（ＧＷＴ）が１学年オリエンテーションで行われました。 

 生徒指導部の教諭３人が講師となり、１学年担当の先生方も加わり、和やかな雰囲気の中、アイスブレイク

になるゲームなどが行われました。初めのうちは緊張した表情が見られましたが、だんだん表情が和らぎ、楽

しい時間となったようです。初対面の生徒どうしでも、新しい良好な人間関係を築いて、浪岡高校での生活を

充実させて欲しいと思います。 

 

 県内でも高校生の自転車等による交通事故及び違反が多

発していることを受け、ルールを遵守する気運を高め交通

安全全般に対する意識高揚を図ることを目的に、交通安全

教室が開かれました。講師に（株）ムジコ・クリエイト 

工藤 典子 氏を迎え、「もっと知ろう・もっと考えよう！

自転車のこと」を演題にして行われました。生徒たちは、

自転車の交通ルールなどについて確認し、「認知・判断」

のミスにより人的要因で交通事故を起こしやすいことを体

験的に学びました。交通安全教室後には自転車の安全点検

を行う予定でしたが、雨のため後日に延期となりました。 



 

 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 穏やかな日差しの中、放課後、ＪＲＣ部が校

地周囲のゴミ拾い活動を行いました。昨年は、

コロナ禍のためボランティア活動はほぼ中止

となりましたが、今年度は感染症対策を行いな

がら、できるだけ活動して行きたいと思ってい

ます。 

令和４年度 ＰＴＡ・後援会役員会  ４月１５日（金） 

 ４月７日（木）午後、入学式後にＰＴＡ入会式とＰＴＡ総会・学年部会が開催されました。また、４月１５

日（金）には、令和３年度第１回父母と教師の会・後援会役員会及び委員会組織会が本校会議室で行われまし

た。父母と教師の会会長金田氏や後援会会長常田氏の挨拶の後、事業計画や校内外の会議及び研修会、各委員

会等の活動内容について説明があり、主な事業や委員会の分担について審議が行われ、さらに各委員会に分か

れて、委員会の組織会や委員会報告がなされました。 

 保護者の方々には、今年度もＰＴＡ活動にご理解ご協力をお願いします。 

外での部活動の開始

 雪も消えグラウンドの状態も良くなったので、

陸上グラウンドでの練習ができるようになりま

した。外での活動も本格的にスタートします。 

【ＳＮＳトラブルにならないために】 

・相手がどう受け取るか考えた？ 

・その投稿、人に迷惑をかけない？ 

・写真・動画はアップの前に確認した？ 

 

【ＳＮＳの被害者・加害者にならないために】 

・インターネットに自分の写真や情報を掲載しない 

・情報モラルを守る 

・どんなことが起こるか考える 

・間違ったことをしている人を止める 

 

【ＳＮＳの被害に遭ったら】 

・１人で悩まない  ・１分１秒でも早く相談する 

・証拠を保存する  ・ひどいものは警察へ 

・報復はしない 

 

 これからの情報社会では、情報が瞬時に世界中に伝達

され、予想しない影響や、誤解を生じる可能性がありま

す。適正な活動を行うための基になる考え方と態度の育

成を目的として、情報モラル教室が行われました。 

 本校教諭が講師となり、「ＳＮＳの使い方」をテーマ

にし、インターネットやＳＮＳを安全に利用するため、

個々人の文字情報の受け止め方の違いや、ネットいじ

め・情報発信トラブル等について学び考える機会としま

した。生徒たちもスマートフォンの安全な利用という身

近な題材に、要所でメモを取りながら真剣に聴いていま

した。保護者の方にも、スマートフォン等の利用につい

て話合って頂き、ＳＮＳ使用の指導をお願いします。 

【学校生活の一コマ】 


